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プロジェクトの概要
①実際に自分たちの手で紙芝居を制作

②紙芝居を通して学んだ伝統をカードゲーム
を通して楽しく遊びながら定着を試みる。

③子どもたちからもらった感想やアンケート
結果を再び地域の人につなげる。



紙芝居班の
成果報告会



紙芝居の概要
・友寄の獅子舞の伝統
・友寄の獅子舞の４つの舞の紹介



流れ
・友寄児童館の方にアポ取り
↓
・資料の提供
↓
・資料から学び、子どもたちに
伝えやすいように工夫



工夫ポイント

・可愛らしいイラストの作成
・獅子舞の力強く迫力のある
獅子舞を忠実に再現できるように

→一枚一枚の色使いを変えた



紙芝居班としての
今後の予定
・八重瀬町の各地域ごとにある
様々な文化を次世代に安心安全に
楽しみながら学べるように
紙芝居作成を行う



紙芝居班での
感じたこと
・取材や資料提供から
→改めて地域文化の素晴らしさを感じた
→伝承する地域の人々の思いに
触れることができた

↓
貴重の経験ができた！



カードゲーム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずカードゲームを実施しようと考えた理由ただ良さを発信するだけでなく、受け取り手にも良さを体感し自分に落とし込んでアウトプットするきっかけをつくることで伝統芸能の継承を活発化させるため。



達成課題
•カード作成

•地域の子どもたちにカードで遊んでもらい、
伝統文化への関心や理解が深まったか
フィードバックしてもらう。



カード作成の流れ
〈実行済み〉
•ゲーム内容の考案
•八重瀬町の伝統文化をピックアップする。
•地域の人や図書、インターネットから材料となる写真
や情報を集める。

•カードのサンプルを作成

〈今後の予定〉
•カード仕様書をもとに業者に依頼

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ゲーム内容としては、、、で次のスライドに



カードゲームの内容
「やえせんちゅ」
①１９３のルールを用いたカードゲーム
②バトル要素をプラスして、伝統文化の理解を深める。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
二通りのルールがあるが、一つだけ紹介すると、1、初めに伝統文化１１つのカードの中からキーとなるものを三つ決める。2、カードを、伝統芸能のイラストや写真が見えないよう円上に並べる。3、ジャンケンして順番を決め、一人ずつ順番にカードを一枚めくって円の中に置く。4.順番に開いていき、先ほど決めた三つのどれかがでたらその伝統芸能の名称を答えながら、円の中に置かれたトランプの上に素早く手を置く（かるたと同じ要領）5.カードに手を置くのが一番早かった人が、円の中に置かれたカードをお持ち帰りする。6.円に並べているカードがなくなるまで繰り返し、最後に手元にあるカードが少ない人の勝ち



今後の予定①
業者に発注依頼し、でき次第、
子どもたちに遊んでもらう。

〈詳細〉
琉球大学の経理部から業者に依頼をお願いする。
新城学童（依頼済み）と日程調整をし、実行。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・カードゲーム実施が三月中旬予定



今後の予定②
八重瀬町民族芸能連絡協議会と協力のもと、
プロジェクトの拡大の可能性
・八重瀬町民族芸能連絡協議会が実施主体になる
・カード１部作成→部数が増える
・紙芝居１冊→ほかの伝統文化について作成
・学童１か所に依頼→小学校や複数の学童での実施

が考えられるが、実際にはまだ提案の段階であるため
今後、協議をしていく予定である。

※実施費用に関しては、地域活性化助成事業の案内があった。



インスタグラム

１４投稿、不定期投稿

内容
伝統文化の紹介
プロジェクトの実施状況
イベント報告

目的：若い世代への周知

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
内容伝統文化の紹介。例えば、新城地区で行われているシーマーヤーなどコロナの影響により開催されなかった伝統文化をメインに紹介した。今後もインスタグラムを運用し、プロジェクトの実施状況を投稿していくつもり。



期待するプロジェクトの
成果と効果
・次の世代が伝統芸能に興味をもつきっかけとなる。

・地域の人が伝統芸能の良さを再認識することができる。

・発信するだけの一方通行ではなく、受け取る側も学びや知識をインプットし、

アウトプットができるようになる。

・アンケート結果で次世代の伝統芸能や文化に対する興味・関心度を可視化できる。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当初、計画する際にかんがえていた成果と効果が、、、今後、紙芝居とカードゲームを実施した後で、これらを達成するよていである。



ご清聴ありがとうございました。
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